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技術分野
内容Ａ
（１）アイ
１技術を見付けよう
２技術とわたしたちの生活
３技術分野の学習

①技術の進展と生活・産業
②資源の有効活用と環境
③持続可能な社会と共生
④技術分野で学ぶ内容
⑤学習の進め方と作業の安全
⑥技術分野の学習の目標をもとう

3

・技術が人間の生活を向上させ、我が国における産
業の継承と発展に影響を与えていることに気付き、
技術が果たしている役割について関心を示してい
る。
・技術が環境問題の原因と解決に深くかかわってい
ることに気付き、技術の進展と環境との関係につい
て関心を示している。

・授業観察 ・ワークシート
・ふり返りシート

技術分野
内容Ａ（１）ア、Ａ（３）
１ものづくりの工夫と
　　　　　　　　進め方

①製品の工夫と技術の進歩
②ものづくりの進め方 1

・技術が人間の生活を向上させ、我が国における産
業の継承と発展に影響を与えていることに気付き、
技術が果たしている役割に関心を示している。
・省資源や使用者の安全などに配慮して設計・製作
しようとしている。
・新しい発想を生み出し活用しようとしている。

・製作品の使用目的や使用条件を明確にし、
社会的、環境的及び経済的側面などから材
料、使いやすさ及び丈夫さなどを比較・検討
した上で、製作品やその構成部品の適切な形
状と寸法などを決定している。

・授業観察 ・ワークシート
・ふり返りシート

技術分野
内容Ａ
（１）イ（３）アイウ
２　材料

①さまざまな材料
②材料の特徴
③材料と環境とのかかわり

4

・技術が環境問題の原因と解決に深くか
かわっていることに気付き、技術の進展
と環境との関係について関心を示してい
る。

・木材、金属及びプラスチックなど
の特徴と利用方法についての知識を
身に付けている。

・授業観察

技術分野
内容Ａ
（１）アイ（３）アイウ
３　設計

①設計の進め方
②使用目的と製作品決定
③機能を考える　④構造を考える
⑤材料を考える　⑥加工法を考える
⑦接合方法と仕上げ方法を考える
⑧製図

6

・切断、切削などに必要な工具や機器を正しい使用
方法に基づいて適切に操作することができる。
・製作品の構想を等角図、キャビネット図及び第三
角法などでかき表すことができる。
・製作図を基にして、材料取り、部品加工、組立
て・接合、仕上げができる。

・木材、金属及びプラスチックなどの特徴と利用方法につい
ての知識を身に付けている。
・材料に適した切断、切削などの方法についての知識を身に
付けている。
・製作における製作図の必要性についての知識を身に付けて
いる。
・等角図、キャビネット図及び第三角法などの見方やかき方
についての知識を身に付けている。

・授業観察

技術分野
内容Ａ（３）ウ
４製作
５さまざまな材料による
　　　　　　　　　製作

①部品表と工程表　②けがき
③切断・切削
④穴あけ・溝掘り・曲げ
⑤ねじ切り
⑥部品の検査と修正
⑦組み立てと表面と角の仕上げ

15
・製作図を基にして、材料取り、部品加
工、組立て・接合、仕上げができる。

・授業観察 ・ワークシート
・ふり返りシート
・作品
・定期考査

技術分野
内容Ａ（２）ウ
６材料と加工に関する
　　　　技術とわたしたち

①社会・環境とのかかわり
②材料と加工に関する技術
とわたしたちの未来

1

・材料と加工に関する技術の課題を
進んで見付け、社会的、環境的及び
経済的側面などから比較・検討しよ
うとするとともに、適切な解決策を
示そうとしている。

・材料と加工に関する技術の課題を
明確にし、社会的、環境的及び経済
的側面などから比較・検討するとと
もに、適切な解決策を見いだしてい
る。

・材料と加工に関する技術が社
会や環境に果たしている役割と
影響について理解している。

・授業観察 ・ワークシート

①生物育成とは
②作物や家畜などの特性と
　　　　　　生物育成技術
③生物育成の
　　　　ライフサイクル

1

・技術が人間の生活を向上させ、我
が国における産業の継承と発展に影
響を与えていることに気付き、技術
が果たしている役割について関心を
示している。

・光、大気、温度、水、土、他の生物な
どのいろいろな環境要因が生物の成長に
与える影響についての知識を身に付けて
いる。
・生物の育成に適する条件と、育成環境
を管理する方法についての知識を身に付
けている。

・授業観察 ・ワークシート
・ふり返りシート
・レポート
・定期考査

35年間合計時数 * 観点別の評価は、達成度８０％以上がA、５５％以上がB、５５％未満をCとします。

　第１学年　　技術・家庭科年間指導計画及び評価計画　　　　　　　　　　　　　　平成24年度　練馬区立中村中学校

月 分野・章・単元 項目
時
数

・環境に対する負荷の軽減や安
全に配慮して栽培又は飼育方法
を検討しようとしている。
・新しい発想を生み出し活用し
ようとしている。

5

6

７

観点別評価規準（観点別達成目標） 評価の場面と評価方法

①生活や技術のへの関心意欲態度 ②生活を創意工夫する能力 ③生活の技能

・ワークシート
・ふり返りシート
・作品（製図等）
・定期考査

④生活や技術についての知識、理解
授業中にお
ける評価

授業後にお
ける評価

・目的とする生物の育成に必要な条
件を明確にし、社会的、環境的及び
経済的側面などから、種類、資材、
育成期間などを比較・検討した上
で、目的とする生物の成長に適した
管理作業などを決定している。
・成長の変化をとらえ、育成する生
物に応じて適切に対応を工夫してい
る。

・計画に基づき、適切な資材
や用具を用いて、合理的な管
理作業ができる。

・光、大気、温度、水、土、他の生物などのいろい
ろな環境要因が生物の成長に与える影響についての
知識を身に付けている。
・生物の育成に適する条件と、育成環境を管理する
方法についての知識を身に付けている。
・育成する生物の各成長段階における肥料、飼料の
給与量や方法をはじめとした管理作業、及びそれに
必要な資材、用具、設備などについての知識を身に
付けている。
・育成する動植物に発生しやすい主な病気や害虫等
とともに、病気や害虫等に侵されにくい育成方法
や、できるだけ薬品の使用量を少なくした防除方法
についての知識を身に付けている。

・授業観察 ・ワークシート
・ふり返りシート
・レポート
・定期考査

９
10
11
12

1

２

３

技術分野
内容Ａ
（３）アＣ（１）ア
（２）ア
１わたしたちの生活と
　　　　　　　生物育成
２作物の栽培

①栽培ごよみ
②環境要因
③生育の規則性と技術
④土づくり
⑤たねまき、育苗と植えつけ
⑥定植後の管理
⑦収穫の方法と保存、収穫後
の
管理
⑧栽培計画

4



4

技術分野
内容Ｃ
（１）ア
（２）ア
２　作物の栽培

①栽培ごよみ
②環境要因
③生育の規則性と技術
④土づくり
⑤たねまき、育苗と植えつけ
⑥定植後の管理
⑦収穫の方法と保存、
  収穫後の管理
⑧栽培計画

4

・環境に対する負荷の軽減や安全に配慮
して栽培又は飼育方法を検討しようとし
ている。
・新しい発想を生み出し活用しようとし
ている。

・目的とする生物の育成に必要な条件を明確にし、
社会的、環境的及び経済的側面などから、種類、資
材、育成期間などを比較・検討した上で、目的とす
る生物の成長に適した管理作業などを決定してい
る。
・成長の変化をとらえ、育成する生物に応じて適切
に対応を工夫している。

・計画に基づき、適切な資材や用具
を用いて、合理的な管理作業ができ
る。

・光、大気、温度、水、土、他の生物などのいろいろな環境
要因が生物の成長に与える影響についての知識を身に付けて
いる。
・生物の育成に適する条件と、育成環境を管理する方法につ
いての知識を身に付けている。
・育成する生物の各成長段階における肥料、飼料の給与量や
方法をはじめとした管理作業、及びそれに必要な資材、用
具、設備などについての知識を身に付けている。
・育成する動植物に発生しやすい主な病気や害虫等ととも
に、病気や害虫等に侵されにくい育成方法や、できるだけ薬
品の使用量を少なくした防除方法についての知識を身に付け
ている。

・授業観察 ・ワークシート
・ふり返りカード

技術分野
内容Ｃ
（１）ア
（２）ア
６生物育成に関する技術と
              わたしたち

①社会・環境とのかかわり
②生物育成に関する技術と
  わたしたちの未来 1

・生物育成に関する技術の課題を進んで
見付け、社会的、環境的及び経済的側面
などから比較検討しようとするととも
に、適切な解決策を示そうとしている。

・生物育成に関する技術の課題を明確に
し、社会的、環境的及び経済的側面など
から比較・検討するとともに、適切な解
決策を見いだしている。

・生物育成に関する技術が社会や環境に
果たしている役割と影響について理解し
ている。

・授業観察 ・ワークシート
・ふり返りカード

技術分野
内容Ｂ（１）アウ
１わたしたちの生活と
　　  　エネルギー変換

①エネルギーと
  エネルギー変換
②エネルギー資源の種類
③エネルギー変化と効率

2

・エネルギー変換に関する技術の課題を
進んで見付け、社会的、環境的及び経済
的側面などから比較・検討しようとする
とともに、適切な解決策を示そうとして
いる。

・エネルギー変換に関する技術の課
題を明確にし、社会的、環境的及び
経済的側面などから比較・検討する
とともに、適切な解決策を見いだし
ている。

・社会で利用されている機器等における、エネルギーの変
換、制御、利用についての知識を身に付けている。
・力や運動を伝達する仕組みの特徴や共通部品についての知
識を身に付けている。
・エネルギー変換に関する技術が社会や環境に果たしている
役割と影響について理解している。

・授業観察 ・ワークシート
・ふり返りカード
・定期考査

技術分野
内容Ｂ（１）ア
２エネルギーの変換と利用
３動力伝達の機構と
               その利用

①電気エネルギー
②電気機器への利用

4

・社会で利用されている機器等における、エネル
ギーの変換、制御、利用についての知識を身に付け
ている。
・力や運動を伝達する仕組みの特徴や共通部品につ
いての知識を身に付けている。

・授業観察 ・ワークシート
・ふり返りカード
・定期考査

技術分野
内容Ｂ（１）ア
３動力伝達の機構と
　　　　　　　その利用

①動力伝達のしくみ
②運動を変化させるしくみ

2
・社会で利用されている機器等における、エネルギーの変
換、制御、利用についての知識を身に付けている。
・力や運動を伝達する仕組みの特徴や共通部品についての知
識を身に付けている。

・授業観察 ・ワークシート
・ふり返りカード
・定期考査

技術分野
内容Ｂ（１）アイ
４機器の安全な利用と
保守点検

①電気機器の構造
②電気機器の安全な利用
③電気機器の保守点検
④機会の保守点検と整備
⑤機械の安全な利用と事故防止 4

・機器の点検すべき箇所を見付け、保守
点検と事故の防止ができる。
・漏電、感電、過熱及び短絡による事故
を防止できる。

・社会で利用されている機器等における、エネルギーの変換、制御、利用
についての知識を身に付けている。
・社会で利用されている機器等における、エネルギーの変換、制御、利用
についての知識を身に付けている。
・力や運動を伝達する仕組みの特徴や共通部品についての知識を身に付け
ている。
・機器の構造や電気回路、各部の働きについての知識を身に付けている。
・機器の定期点検の必要性についての知識を身に付けている。
・電気機器の定格表示や安全に関する表示の意味及び許容電流の遵守等、
適切な使用方法についての知識を身に付けている。

・授業観察 ・ワークシート
・ふり返りカード
・定期考査

技術分野
内容Ｂ（２）アイ
５　実習

①製作品の構想と設計

9

・省エネルギーや使用者の安全など
に配慮して設計・製作しようとして
いる。
・新しい発想を生み出し活用しよう
としている。

・製作品の使用目的や使用条件を明確にし、
社会的、環境的及び経済的側面などから設計
要素を比較・検討した上で、製作品に適した
エネルギーの変換方法や力の伝達の仕組み、
構造や電気回路などを決定している。

・設計に基づき、安全を踏まえた製
作品の組立て・調整や、電気回路の
配線及び回路計などを用いた点検が
できる。

・組立てや調整に必要な工具や機器
の適切な使用方法についての知識を
身に付けている。

・授業観察 ・ワークシート
・ふり返りカード
・定期考査

技術分野
内容Ｂ（１）ウ
６エネルギー変換に関す
る技術とわたしたち

① 社会・環境とのかかわ
り
②エネルギー変換に関する
　技術の役割と影響

1

・エネルギー変換に関する技術の課題を
進んで見付け、社会的、環境的及び経済
的側面などから比較・検討しようとする
とともに、適切な解決策を示そうとして
いる。

・エネルギー変換に関する技術の課題を
明確にし、社会的、環境的及び経済的側
面などから比較・検討するとともに、適
切な解決策を見いだしている。

・エネルギー変換に関する技術が社
会や環境に果たしている役割と影響
について理解している。

・授業観察 ・ワークシート
・ふり返りカード
・定期考査

技術分野
内容Ａ（１）ア
Ｄ（１）エ
１情報とわたしたちの生
活

①情報社会の技術を
　　　　　　　見てみよう
②情報の技術とその役割 1

・情報に関する技術の課題を進んで
見付け、社会的、環境的及び経済的
側面などから比較・検討しようとす
るとともに、適切な解決策を示そう
としている。

・情報に関する技術の課題を明確に
し、社会的、環境的及び経済的側面
などから比較・検討するとともに、
適切な解決策を見いだしている。

・情報に関する技術が社会や環境に
果たしている役割と影響について理
解している。

・授業観察 ・ワークシート
・ふり返りカード
・定期考査

技術分野
内容Ｄ（１）ア
２コンピュータと情報処
理

① コンピュータの構成
② 情報を処理するしくみ
③ ディジタル化の方法
④ ディジタル化した
　　　　　　情報の量と保存

2

・コンピュータを構成する主要な装
置と、基本的な情報処理の仕組み、
情報をコンピュータで利用するため
に必要なディジタル化の方法につい
ての知識を身に付けている。

・授業観察 ・ワークシート
・ふり返りカード
・定期考査

技術分野
内容Ｄ（１）イ
３情報通信ネットワーク
の利用

①ネットワークの構成
②ネットワークでできるこ
と
③情報を伝えるしくみ

1

・インターネットなどの情報通信
ネットワークの構成と、安全に情報
を利用するための基本的な仕組みに
ついての知識を身に付けている。

・授業観察 ・ワークシート
・ふり返りカード
・定期考査

技術分野
内容Ｄ（１）ウ
４ネットワークと情報セ
キュリティ

①ネットワークの安全性
②情報セキュリティ
③利用するときのモラル
④発信するときのモラル
⑤人権や個人情報の保護
⑥知的財産の保護

4
・情報社会において適正に活動しよ
うとしている。

・情報に関する技術の利用場面に応
じて、適正に活動している。

・著作権や、情報の発信に伴って発
生する可能性のある問題と、発信者
としての責任についての知識を身に
付けている。

・授業観察 ・ワークシート
・ふり返りカード
・定期考査

35

10

11

12

１

2

3

年間合計時数 * 観点別の評価は、達成度８０％以上がA、５５％以上がB、５５％未満をCとします。

　第２学年　　技術・家庭科年間指導計画及び評価計画　　　　　　　　　　　　　　平成24年度　練馬区立中村中学校

月 分野・章・単元 項目
時
数

5

６

７

７

9

観点別評価規準（観点別達成目標） 評価の場面と評価方法

①生活や技術のへの関心意欲態度 ②生活を創意工夫する能力 ③生活の技能 ④生活や技術についての知識、理解
授業中にお
ける評価

授業後における評
価



3
技術分野
内容Ｄ（１）エ
８情報に関する技
術とわたしたち

①社会・環境とのかかわ
り
②情報社会を生きるため
に

2

・情報に関する技術の課題を進んで
見付け、社会的、環境的及び経済的
側面などから比較・検討しようとす
るとともに、適切な解決策を示そう
としている。

・情報に関する技術の課題を明確に
し、社会的、環境的及び経済的側面
などから比較・検討するとともに、
適切な解決策を見いだしている。

・情報に関する技術が社会や環境に
果たしている役割と影響について理
解している。

・授業観察 ・ワークシート
・ふり返りカード
・定期考査

18

4
５
６
７
９

9
10
11
12
1
2

・設計に基づき、簡単な計測・
制御のプログラムを作成でき
る。

・利用者への影響などを考え、
プログラム作成しようとしてい
る。
・新しい発想を生み出し活用し
ようとしている。

・授業観察 ・ワークシート
・ふり返りシート
・作品
・定期考査

・ワークシート
・ふり返りシート
・作品
・定期考査作品

・授業観察

・利用者が安心して利用できる
作品を設計・制作しようとして
いる。
・新しい発想を生み出し活用し
ようとしている。

・ディジタル作品の使用目的や使用条件
を明確にし、社会的、環境的及び経済的
側面などからメディアの素材の特徴と利
用方法や、適切なソフトウェアなどを比
較・検討した上で、作品に適したメディ
アの種類やディジタル化の方法、複合す
る方法などを決定している。

・設計に基づき、適切なソフト
ウェアを用いて多様なメディア
を複合し、表現や発信ができ
る。

・メディアの素材の特徴と利用
方法や、適切なソフトウェアを
選択し、多様なメディアを複合
する方法についての知識を身に
付けている。

①生活の中のメディア
②ディジタル作品の構想
③情報の収集と加工
④作品の制作・発表

①生活の中にある制御
②計測・制御システム
③処理の手順とプログラ
ム
④プログラムによる模型
の制御

8

8

・計測・制御の目的や条件を明
確にし、社会的、環境的及び経
済的側面などから情報処理の手
順を変更した場合の効果を比
較・検討した上で、計測・制御
に適した情報処理の手順を決定
している。

・計測・制御システムにおける
構成や、その中でのプログラム
による情報の処理についての知
識を身に付けている。
・計測・制御システムにおける
インタフェースの必要性につい
ての知識を身に付けている。
・情報処理の手順についての知
識を身に付けている。

年間合計時数 * 観点別の評価は、達成度８０％以上がA、５５％以上がB、５５％未満をCとします。

　第３学年　　技術・家庭科年間指導計画及び評価計画　　　　　　　　　　　　　　平成24年度　練馬区立中村中学校

月 分野・章・単元 項目 時数

技術分野
内容Ｄ
（２）アイ
６ディジタル作品
の設計と製作

技術分野
内容Ｄ
（３）ア、イ
７プログラムによ
る計測・制御

観点別評価規準（観点別達成目標） 評価の場面と評価方法
①生活や技術のへの関心意欲態
度

②生活を創意工夫する能力 ③生活の技能
④生活や技術についての知識、
理解

授業中におけ
る評価

授業後におけ
る評価


